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3人の軍隊と 4人の軍隙の戦い
石器時代スペインの洞窟粒Li!IL最古の組織的戦闘の絵
である。人日の増加とともに戦争はより普遍化していっ
たのだろうか◇ (PEACELINK：アオテアロア (NZ)の平和
運動誌 1992.2.3月号より転載）.........................................................................................................．.・.....

PKOにもの申す！ （青木雅彦） ／韮地汚染を追う（山中悦子）

NEPA訴訟一本格論戦へ（服部学）

新しい運動に出発！ci.J→’”“"“'4

.、:

1992年3月20日
定価 100円

●維持会員（月間会費）
団体 1口 2000円
個人 1口 1000円

発行◆トマホークの再壮備を許すな！全国運動

●参加会員（月間会費） ●通信会員
団体 1口 1000円 年間 1口
個人 1口 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本紙購読料を含みます）
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180籾

ー

年

60
位

ご
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[

[
サ

ア

工

チ

ブ
ラ
ジ
ル
が
提
唱
し
た
「
南
大
西
洋
平

和
地
帯
」
化
に
対
す
る
決
議
で
、
一
貫

し
て
反
対
し
た
の
は
米
国
、
す
べ
て
棄

権
し
た
の
は
日
本
の
み
で
あ
る
。
こ
れ

は
ほ
ん
の
一
例
。
国
連
の
場
で
の
日
本

の
「
平
和
ぎ
ら
い
」
は
際
立
っ
て
い
る
。

8
2
年
以
降
の
国
連
で
の
日
本
の
軍
縮
決

議
に
対
す
る
賛
成
率
は
毎
年
5
0
％
以
下

と
、
西
側
諸
国
の
平
均
を
も
下
回
っ
て

い
る
。
「
世
界
唯
一
の
被
爆
国
」
が
、

国
連
総
会
で
多
数
の
諸
国
が
賛
成
し
た

「
核
軍
備
の
凍
結
」
決
議
に
も
一
貫
し

て
反
対
し
て
い
る
の
は
、
米
国
に
対
す

る
「
配
慮
」
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、

こ
れ
で
「
世
界
平
和
の
た
め
の
国
連
中

月刊トマ喰い虫 198碑 6月18日第三種郵便物認可 毎月 1回20日発行1992年3月20日発行第77号
2
 

世界の
主要武器輪入国
(1986~90年）

誓
[
』
t

自
民
党
な
ど
の
お
歴
々
は
、
フ
ラ
イ

ン
グ
の
意
見
広
告
（
違
憲
広
告
と
言
う

べ
き
か
）
を
出
し
て
し
ま
う
ほ
ど
こ
の

「
P
K
O
法
案
」
に
ご
執
心
だ
が
、
彼

P
K
O
よ
り
も
日
本
が
や
る
べ
き

大
切
さ
。

こ

れ

だ

け

の

ぃ

ま

し

た

。

青

木

雅

彦

’

る

京

都

＇

反

戦

ド

タ

バ

タ

会

議

な

ど

、

、です。

平

和

貢

献

策

ー

る

た

め

の

政
府
広
報

事

独

裁

国

家

な

の

か

？

―

,

＇

’

’

ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
に
よ
る
デ
＿

ー
タ
ー
が
あ
る
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
驚

く
な
か
れ
、
「
平
和
憲
法
」
の
日
本
国

は
兵
器
輸
入
で
堂
々
の
？
世
界
2
位
で

あ
る
。
し
か
も
最
新
の
9
0
年
の
デ
ー
タ

ー
で
は
、
「
湾
岸
危
機
」
下
の
（
準
戦

時
下
の
）
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
僅
差
で

「
敗
れ
」
た
の
み
。
事
実
上
の
世
界
一

の
「
軍
事
的
国
際
貢
献
」
で
あ
る
。

も
う
一
っ
、
日
本
政
府
の
口
癖
の

「
世
界
平
和
の
た
め
国
連
の
活
動
を
全

面
的
に
支
持
」
（
政
府
広
報
）
と
い
う

の
は
本
当
か
？
こ
こ
に
国
連
総
会
で
の

採
択
結
果
の
表
が
あ
る
（
表
参
照
）
。

ら
が
必
ず
口
に
す
る
の
が
「
国
際
平
和

へ
の
貢
献
」
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
言
う

な
ら
、
彼
ら
が
あ
え
て
憲
法
を
犯
し
て

で
も
や
り
遂
げ
た
い
と
い
う
、
日
本
に

よ
る
「
平
和
へ
の
貢
献
」
ぶ
り
を
、
日

本
の
現
況
に
照
ら
し
て
簡
単
に
検
証
し

て
見
よ
う
。硯
叫
叫

る
か
ら
だ
。
「
戦
争
の
た
め
に
金
を
流

す
こ
と
の
大
切
さ
」
を
理
解
し
て
い
る

そ
ん
な
危
険
な
国
は
、
一
体
ど
こ
の
軍

心
主
義
」
を
標
榜
す
る
の
は
世
界
の
笑

い
も
の
だ
。今
詞
□

こ
の
両
国
も
大
幅
な
軍
縮
を
余
議
な
く

さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
日
本
だ
け
が

軍
拡
路
線
を
取
り
続
け
て
い
る
。
例
え

ば
自
衛
隊
が
都
合
4
隻
の
購
入
を
計
画

し
て
い
る
イ
ー
ジ
ス
艦
は
、

1
隻
だ
け

で
国
連
本
体
の
年
間
予
算
に
匹
敵
す
る
。

ま
た
、
在
日
米
軍
に
は
「
思
い
や
り
」

予
算
の
名
目
で
軍
事
費
カ
ン
パ
を
増
や

し
続
け
、
お
か
げ
で
今
年
の
米
国
防
報

告
で
は
「
世
界
一
気
前
の
い
い
国
」
と

ほ
め
ら
れ
た
。

こ
う
い
う
国
が
、
「
国
連
」
に
よ
る

「
国
際
平
和
」
を
唱
え
て
も
、
所
詮
軍

拡
と
「
政
治
大
国
」
化
の
隠
れ
蓑
で
し

か
な
い
こ
と
は
明
々
白
々
。
少
な
く
と

も
米
口
を
上
回
る
劇
的
軍
縮
を
し
て
、

「
憲
法
の
平
和
主
義
」
を
復
活
さ
せ
て

世
界
を
驚
か
せ
る
く
ら
い
の
覚
悟
が
な

い
と
、
日
本
の
「
国
際
貢
献
」
論
は
内

外
の
良
識
の
不
信
を
買
う
だ
け
だ
。

汚
犀
叩

る
の
は
「
地
域
紛
争
」
だ
け
で
な
い
。

地
球
環
境
破
壊
や
自
然
災
害
な
ど
に
対

し
て
は
軍
事
力
は
無
力
な
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ら
の
脅
威
に
対
す
る
安
全
保
障
に

必
要
な
資
源
の
大
浪
費
だ
。
経
済
的
不

平
等
の
是
正
や
、
人
権
、
民
族
的
偏
見

の
除
去
な
ど
の
問
題
の
よ
う
に
、
現
在

の
世
界
で
は
軍
事
力
が
障
害
と
な
る
国

際
的
問
題
の
方
が
は
る
か
に
多
く
、
こ

れ
ら
こ
そ
日
本
の
よ
う
な
憲
法
を
持
つ

国
が
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ

の
は
ず
だ
。
憲
法
違
反
の
イ
ー
ジ
ス
艦

や
「
P
K
O
法
案
」
で
な
く
、
非
軍
事

分
野
の
貢
献
だ
。
そ
の
た
め
に
は
米
軍

貢
献
の
軍
事
予
算
の
大
削
減
の
実
現
だ
。

今
年
度
の
軍
事
予
算
の
削
減
さ
え
、
共

同
で
具
体
的
な
要
求
が
で
き
な
か
っ
た

腰
砕
け
野
党
に
代
わ
っ
て
、
国
民
が
声

を
上
げ
る
番
だ
。

OECD譴国、イスうエル．中国．ソ遍のr胄大口津平和嶋苓J袂羅に対する投票
(.はNATO菖国 スイ＿スは国遍禾擁盟）

I 
北ア釆カ
1編 日^＂＇

冑欧事 北欧・中立羹平樽

イペオハ！スm|'f卜1スノテファア日オ ニイ沖ソ

メナギ9直タ／しラクぺりい）りしウリレンイイ イ1本 11.:,ス国ヒ
リ！ダ リン ドリ キンセイ トシコエウマンスルス 1スl ；； 1エ

年次 艮択結果 力 ススイア 1ダンン1ガIヤ 1エIう99トト1ジエ 卜
冷 ツ 9 ル fr I クンンンリ 9 l リし 漣
洲 IL ン ドド ドア リラ 邦

謹 ク

I 
ア1:,

ド．． ． .. ．． ．． ．． ． ．． ． 
1916 124-1-8 X △△ △△ △△ △ △ 
両 122-1・8 X AA  △△ △△ △ △ 
1 99ヽ 144-1・7 X △△ △△ △△ △ 
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一
月
三
十
一
日
、

P
C
D
S

（
太
平
洋
軍
備
撤
廃
運
動
）
が
発
表

し
た
在
日
米
軍
基
地
の
環
境
汚
染
問
題
。
各
地
に
広
が
る
波
紋
を

追
っ
た
。

問

題

の

発

端

と

な

っ

た

二

つ

の

米

議

会

報

告

書

は

米

下

院

軍

備

委

員

会

環

境

回

復

審

議

会

の

太

平

洋

地

域

基

地

視

察

報

告

書

（

レ

イ

報

告

書

）

と

、

米

国

会

計

監

査

院

（

G
A
0
)
報

告

書

。

こ

れ

ら

の

中

で

、

海

外

基

地

に

お

け

る

ず

さ

ん

な

有

害

物

質

の

管

理

や

廃

棄

‘

環

境

汚

染

や

、

健

康

障

害

の

衝

撃

的

な

事

実

が

明

ら

か

に

さ

れ

た

。

日

本

に

関

し

て

は

五

つ

の

基

地

（

横

須

賀

海

軍

基

地

、

相

模

陸

軍

補

給

厳

、

横

田

空

軍

基

地

、

キ

ャ

ン

プ

・

バ

ト

ラ

ー

、

嘉

手

納

空

軍

基

地

）

を

訪

問

、

調

査

し

た

結

果

、

●

横

須

賀

で

の

危

険

物

入

り

ド

ラ

ム

缶

の

放

置

、

●

相

模

補

給

薮

と

み

ら

れ

る

陸

軍

基

地

で

の

ト

リ

ク

ロ

ロ

エ

チ

レ

ン

に

よ

る

地

下

水

汚

染

、

●

嘉

手

納

で

の

P
C
B汚染
、

な

ど

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

（

本

紙

No76参照
）

。

基

地

内

の

保

管

を

認

め

る

。

＊

ニ

・

一

九

《

沖

縄

市

議

会

》

全

会

一

致

で

汚

染

源

の

早

期

除

去

を

求

め

る

意

見

書

と

抗

議

決

議

を

採

択

。

国

、

県

、

米

軍

な

ど

へ

提

出

。

＊

ニ

・

ニ

一

《

県

》

基

地

内

立

ち

入

り

調

査

の

許

可

願

い

を

在

沖

米

総

領

事

を

通

じ

米

軍

へ

。

＊

ニ

・

ニ

四

《

北

谷

町

議

会

》

臨

時

議

会

を

招

集

し

て

P
C
Bの
早

期

撤

去

を

求

め

る

意

見

書

と

抗

議

決

議

を

採

択

。

国

、

県

、

米

軍

に

提

出

。

＊

ニ

・

ニ

五

《

宜

野

湾

市

長

》

普

天

間

基

地

を

訪

れ

P
C
B撤去
を

求

め

て

抗

議

。

※

普

天

間

基

地

は

県

内

各

地

の

基

地

で

使

用

し

た

電

圧

器

の

集

荷

所

。

《

全

駐

労

マ

リ

ン

支

部

》

調

査

の

結

果

を

公

表

。

キ

ャ

ン

プ

マ

ク

ト

リ

ア

ス

内

で

一

月

に

、

変

圧

器

か

ら

P
C
Bを含

む

廃

液

が

こ

ぼ

れ

基

地

内

の

土

壌

を

汚

染

。

四

＼

五

人

の

日

本

人

従

業

員

が

除

去

作

業

に

従

事

し

た

。

＊

ニ

・

ニ

六

《

宜

野

湾

市

職

労

》

P
C
D
Sから
入

手

し

た

資

料

で

、

普

天

間

基

地

の

廃

油

が

墜

落

火

災

訓

練

で

焼

却

処

理

さ

れ

て

い

た

事

実

を

公

表

＾

）

《

社

会

党

県

本

部

》

P
C
B調査
結

果

を

発

表

。

保

管

総

量

は

米

軍

基

地

内

九

輝麟靡I
その後

い
つ
に
な
く
政
府
の

対
応
は
素
早
い
が
…

ト

リ

ク

ロ

ロ

エ

チ

レ

ン

や

P
C
Bは、
公

害

の

原

因

と

な

っ

て

き

た

き

わ

め

つ

き

の

有

害

物

質

。

こ

の

た

め

か

、

基

地

周

辺

の

自

治

体

は

も

ち

ろ

ん

、

国

ま

で

も

が

何

時

に

な

く

素

早

く

対

応

し

た

。

外

務

省

は

、

た

だ

ち

に

レ

イ

報

告

書

の

原

文

を

入

手

。

内

容

を

検

討

し

、

米

政

府

に

事

実

関

係

を

照

会

し

た

。

そ

し

て

、

日

米

合

同

委

員

会

・

環

境

部

会

（

注

1

)

を

開

催

し

両

国

間

で

協

議

す

る

と

に

な

っ

た

と

二

月

二

七

日

発

表

し

た

。

渡

辺

外

務

大

臣

や

宮

下

防

衛

庁

長

官

も

、

安

全

性

の

確

保

を

米

国

に

申

し

入

れ

た

。

ま

た

防

衛

施

設

庁

は

、

在

日

米

軍

司

令

部

の
？

神
奈
川
ー
い
つ
ま
で

「
政
府
に
ま
か
せ
る
」

二

ヵ

所

の

基

地

汚

染

が

指

摘

さ

れ

た

神

奈

川

県

内

て

の

動

き

を

見

て

み

よ

う

，

＇

県

は

、

一

月

三

一

日

に

横

浜

防

衛

施

設

庁

を

訪

れ

、

口

頭

で

、

国

に

対

し

て

事

実

関

係

を

米

国

に

照

会

す

る

こ

と

と

報

告

書

を

入

手

す

る

こ

と

の

二

点

を

要

請

。

二

月

一

八

日

に

は

相

模

原

市

と

と

も

に

キ

ャ

ン

プ

座

間

（

在

日

米

陸

軍

司

令

部

）

を

訪

ね

事

実

を

照

会

し

、

調

査

を

要

請

し

た

。

し

か

し

県

と

し

て

の

行

動

は

こ

こ

ま

で

。

現

在

は

日

米

合

同

委

員

会

・

環

境

部

会

の

調

査

を

＿

静

観

中

―

で

あ

る

。

県

自

ら

が

基

地

内

へ

の

立

ち

入

り

の

許

可

を

米

軍

に

求

め

続

け

て

い

る

沖

縄

県

と

比

べ

る

と

そ

の

落

差

は

大

き

い

。

横

須

賀

で

は

、

汚

染

物

質

の

特

定

や

基

地

内

へ

の

立

ち

入

り

検

査

を

米

軍

に

要

求

す

べ

き

で

あ

る

と

の

-
,
N
E
P
Aの
会

j

か

ら

の

要

請

書

提

出

（

ニ

・

ニ

七

）

な

ど

市

民

グ

ル

ー

プ

の

動

き

は

あ

る

が

、

市

は

国

が

解

決

す

べ

き

問

題

と

の

姿

勢

を

変

え

て

い

な

い

。

一

方

相

模

原

市

は

、

二

月

二

四

日

職

員

が

防

衛

施

設

庁

と

外

務

省

を

訪

れ

、

地

下

水

汚

染

の

事

実

確

認

を

要

請

し

た

，

こ

の

間

市

民

グ

ル

ー

プ

・

相

模

補

給

厳

監

視

団

も

二

度

に

わ

た

る

市

長

へ

の

申

し

入

れ

を

行

っ

て

い

る

。

ま

た

二

月

二

五

日

の

朝

日

新

聞

に

よ

る

と

、

同

紙

の

質

問

に

対

し

て

在

日

米

軍

司

令

部

報

施

設

五

六

ヶ

所

で

二

万

五

千

リ

ッ

ト

ル

。

は
た
し
て

徹
底
解
明
は
行
わ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
？

山
中
悦
子
●
絹
集
部

（

横

田

）

に

対

し

、

本

格

的

な

実

態

調

査

を

申

し

入

れ

た

。

同

庁

は

、

日

本

人

従

業

員

を

直

接

雇

用

し

、

米

軍

に

提

供

し

て

い

る

立

場

も

あ

り

、

従

業

員

の

健

康

診

断

を

実

施

す

る

方

針

を

決

め

準

備

を

始

め

た

（

二

月

二

七

日

）

。

た

し

か

に

こ

れ

ま

で

の

、

例

え

ば

「

核

問

題

．

一

と

比

べ

、

政

府

の

動

き

は

早

い

。

し

か

し

、

日

米

安

保

の

枠

内

で

の

解

決

を

優

先

さ

せ

よ

う

と

い

う

基

本

姿

勢

を

つ

づ

け

る

か

ぎ

り

根

本

的

な

問

題

解

決

は

期

待

は

出

来

な

い

だ

ろ

う

。沖
縄
ー
立
ち
上
が
っ
た

市
民
と
自
治
体

各

地

の

動

き

の

中

で

き

わ

だ

つ

の

は

、

や

は

り

沖

縄

の

行

政

、

市

民

一

体

と

な

っ

て

の

行

動

で

あ

る

。

労

組

や

政

党

に

よ

る

調

査

活

動

も

成

果

を

あ

げ

た

、

日

誌

風

に

追

う

と

…

＊

・

一

・

三

一

こ

琉

球

新

報

》

一

面

ト

ッ

プ

て

基

地

の

P
C
B汚染
を

報

道

。

＊

ニ

・

一

《

県

》

緊

急

会

議

で

対

応

策

を

協

議

。

立

ち

入

り

調

査

の

要

求

を

表

明

。

《

嘉

手

納

町

長

》

嘉

手

納

基

地

司

令

官

に
面
会
し
て
真
偽
を
質
す
：

•
P
C
B

は

な

い

と

回

答

。

し

か

し

、

十

三

日

に

は

＿

あ

る

l

と

訂

正

さ

れ

る

。

＊

ニ

・

一

四

《

全

駐

労

》

P
C
B廃液
を

基

地

内

で

保

管

と

県

に

報

告

…

米

海

兵

隊

も

複

数

道

部

（

東

京

）

は

、

｛

相

模

原

総

合

補

給

厳

で

は

四

九

＼

七

四

年

ま

で

の

二

六

年

間

、

戦

車

や

軍

用

車

輌

の

洗

浄

用

と

し

て

ト

リ

ク

ロ

ロ

エ

チ

レ

ン

を

使

用

し

て

い

た

」

と

答

え

た

。

戦

車

や

軍

用

車

輌

を

洗

う

た

め

ど

れ

程

大

量

の

ト

リ

ク

ロ

ロ

エ

チ

レ

ン

が

使

用

さ

れ

、

そ

の

後

ど

う

処

分

さ

れ

た

の

だ

ろ

う

。

相

模

原

市

民

な

ら

ず

と

も

気

に

か

か

る

。

し

か

し

基

地

周

辺

の

地

下

水

汚

染

に

関

し

て

市

や

県

は

、

濃

度

が

比

較

的

低

く

人

体

へ

の

影

響

が

ほ

と

ん

ど

な

い

と

考

え

て

い

る

せ

い

か

深

刻

に

受

け

止

め

て

は

い

な

い

。

そ

れ

ど

こ

ろ

か

、

周

辺

地

域

に

ト

リ

ク

ロ

ロ

エ

チ

レ

ン

使

用

工

場

が

い

く

つ

も

あ

り

、

そ

ち

ら

が

汚

染

源

で

あ

っ

た

り

す

る

と

工

場

の

閉

鎖

問

題

な

ど

に

発

展

す

る

可

能

性

も

あ

り

、

出

来

れ

ば

触

れ

た

く

な

い

：

・

と

も

ら

す

県

関

係

者

ま

で

い

る

始

末

で

あ

る

横
田
ー
市
長
は
楽
観
的

だ
が
：
・

横

田

基

地

を

抱

え

る

福

生

市

の

三

月

定

例

議

会

で

(

1

2

ペ

ー

ジ

ヘ

）
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N
E
P
Aと
い

う

言

葉

を

ご

存

じ

の

方

も

多

く

な

っ

た

よ

う

で

す

が

、

こ

れ

は

、

米

国

の

N
a
t

i

o
n
a
l

E
=
<
i

r
o
-
l
=
1
e
=
t
 

a
l
 
P
o
 
I
 

i
 

C
Y
 A
c
t
 
(

国

家

環

境

政

策

法

）

と

い

う

法

律

の

略

称

で

す

。

連

邦

政

府

が

主

要

な

行

為

を

す

る

と

き

に

は

、

環

境

影

響

評

価

（

E
I
S
)
を

つ

く

る

こ

と

を

義

務

づ

け

て

い

ま

す

◇

イ

ン

デ

ペ

ン

デ

ン

ス

の

よ

う

な

米

艦

艇

が

横

須

賀

を

母

港

化

す

る

の

は

、

明

ら

か

に

連

邦

政

府

の

行

為

で

す

。

そ

し

て

ミ

ッ

ド

ウ

ェ

ー

の

母

港

化

以

来

、

厚

木

基

地

周

辺

て

の

爆

音

の

騒

音

、

池

子

の

緑

の

破

壊

、

東

京

湾

で

の

海

難

事

故

の

危

険

性

、

横

須

賀

で

の

廃

棄

物

処

理

等

々

横

須

賀

母

港

化

が

周

辺

の

環

境

を

著

し

く

ヽ

破

壊

し

て

き

た

の

は

明

白

な

事

実

で

す

，

当

然

E
I
Sが
必

要

だ

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

梅

林

さ

ん

が

情

報

公

開

法

で

調

査

さ

れ

た

と

こ

ろ

、

米

海

軍

は

E
I

S
を

つ

く

っ

て

い

な

い

こ

と

が

わ

か

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

私

た

ち

N
E
P
Aの

会

は

、

昨

年

五

月

九

日

、

ギ

ャ

レ

ッ

ト

海

軍

側

は

ま

た

も

や

、

こ

れ

に

対

す

る

反

論

書

の

提

出

の

延

期

を

何

度

も

裁

判

所

に

申

し

出

ま

し

た

。

そ

し

て

二

月

九

日

に

な

っ

て

、

私

た

ち

の

申

し

立

て

に

対

す

る

反

論

と

と

も

に

、

提

訴

の

却

下

を

求

め

る

申

し

立

て

を

提

出

し

て

き

ま

し

な

そ

の

理

由

と

し

て

、

N
E
P
A

の

海

外

適

用

を

み

と

め

な

か

っ

た

い

く

つ

か

の

判

例

と

か

、

海

外

の

環

境

へ

の

影

響

に

つ

い

て

は

カ

ー

タ

ー

大

統

領

の

行

政

命

令

が

適

用

さ

れ

る

べ

き

で

、

そ

の

違

反

は

裁

判

に

訴

え

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

か

、

安

保

条

約

に

も

と

づ

く

諸

体

制

（

地

位

協

定

、

日

米

合

同

委

員

会

な

ど

）

は

環

境

問

題

に

対

処

す

る

包

括

的

な

し

く

み

を

備

え

て

い

る

と

か

、

す

で

に

継

続

さ

れ

て

い

る

行

為

だ

か

ら

E

I
Sは
要

求

さ

れ

な

い

（

と

ん

で

も

な

い

、

引

き

延

ば

し

た

か

ら

イ

ン

デ

ペ

ン

デ

ン

ス

が

入

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

は

な

い

で

す

か

）

と

か

、

私

た

ち

に

は

ど

う

し

て

も

認

め

る

こ

と

が

で

き

な

い

よ

う

な

こ

と

が

列

挙

さ

れ

て

い

ま

す

。

．．
 

．
 

＊
 

そ
し
て
ヘ

提
訴
の
却
下

求
め
た
海
軍
側

／
寸
恢
暉
累
如

環
塙
緞
壊
の
元
凶

「
基
地
」
を
問
う

＊ 

ぷ
磁
了
し
＜
！

海

軍

長

官

に

あ

て

て

、

N
E
P
Aに
も

と

づ

く

E
I
Sの
作

成

を

求

め

る

要

請

書

を

提

出

し

ま

し

た

。

六

月

十

四

日

に

な

っ

て

海

軍

は

よ

女

保

条

約

に

も

と

づ

い

て

い

る

の

だ

か

ら

E
I
Sの
必

要

は

な

い

」

と

い

う

返

事

を

し

て

き

ま

し

た

。

そ

こ

で

私

た

ち

は

六

月

二

十

日

、

ワ

シ

ン

ト

ン

D
.
C
．

の

米

連

邦

地

裁

に

、

チ

ェ

イ

ニ

ー

国

防

長

官

と

ギ

ャ

レ

ッ

ト

海

軍

長

官

を

被

告

と

し

て

、

一

横

須

賀

母

港

化

は

N
E
P
Aに
違

反

し

て

い

る

」

と

提

訴

し

ま

し

た

。

一

寸

法

師

の

鬼

退

治

と

私

た

ち

が

呼

ん

で

い

る

N
E
P
A

訴

訟

が

始

ま

っ

た

わ

け

で

す

C

海

軍

側

が

却

下

の

申

し

立

て

を

し

て

き

た

結

果

、

訴

訟

は

、

私

た

ち

の

略

式

中

間

判

決

の

申

し

立

て

と

海

軍

側

の

却

下

の

申

し

立

て

が

同

時

に

審

理

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

、

大

き

な

ヤ

マ

場

を

迎

え

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

現

在

の

予

定

で

は

、

海

軍

側

の

申

し

立

て

を

詳

し

く

検

討

し

て

、

三

月

二

十

四

日

ま

で

に

詳

細

な

反

論

書

を

提

出

し

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

そ

う

す

る

と

海

軍

側

の

再

反

論

は

一

応

四

月

八

日

ご

ろ

と

い

う

こ

と

に

な

り

（

ま

た

引

き

延

ば

し

て

く

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

）

、

私

た

ち

は

さ

ら

に

再

反

論

す

る

こ

と

に

な

る

で

し

ょ

う

。

そ

し

て

裁

判

所

の

事

実

審

理

が

行

わ

れ

る

こ

と

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

米

国

の

行

政

訴

訟

と

い

う

の

は

、

こ

う

し

た

書

頷

の

や

り

と

り

が

主

要

な

部

分

を

占

め

る

の

だ

そ

う

で

す

。

．
 却

下

の

申

し

立

て

を

し

て

く

る

か

な

と

予

想

し

て

い

た

と

こ

ろ

、

海

軍

は

引

き

延

ば

し

作

戦

を

と

っ

た

ら

し

く

、

九

月

二

十

六

日

に

な

っ

て

よ

う

や

く

第

一

回

の

答

弁

書

を

提

出

し

ま

し

た

4

九

月

十

一

日

に

イ

ン

デ

ペ

ン

デ

ン

ス

は

横

須

賀

に

入

港

し

て

し

ま

っ

て

い

ま

し

た

，

答

弁

書

の

内

容

は

一

米

艦

艇

は

日

本

の

国

内

法

規

を

守

っ

て

お

り

、

提

訴

さ

れ

る

い

わ

れ

は

な

い

」

と

い

う

も

の

で

し

こ。t
 
海

軍

側

の

引

き

延

ば

し

に

対

し

て

私

た

ち

は

、

い

わ

ば

先

制

攻

撃

的

に

5
日

本

に

お

け

る

活

動

に

N
E
P
Aは
適

用

で

き

る

―

と

い

う

点

に

つ

い

て

、

事

実

審

理

の

前

に

、

略

式

中

間

判

決

を

求

め

る

申

し

立

て

を

、

十

二

月

四

日

、

多

数

の

証

拠

書

類

と

と

も

に

提

出

し

ま

し

た

。

し

か

し

私

た

ち

は

、

こ

の

裁

判

を

た

ん

な

る

法

律

上

の

手

続

き

に

終

始

さ

せ

て

し

ま

っ

て

は

い

け

な

い

と

思

っ

て

い

ま

す

C

そ

れ

よ

り

も

、

こ

の

裁

判

を

通

じ

で

、

日

本

ば

か

り

で

な

く

国

際

的

に

も

運

動

を

広

げ

て

い

く

こ

と

が

大

切

な

の

だ

と

考

え

て

い

ま

す

e
ま

た

そ

れ

が

な

け

れ

ば

、

裁

判

そ

の

も

の

に

勝

つ

こ

と

は

難

し

い

と

思

い

ま

す

。

そ

の

意

味

で

は

、

い

ろ

い

ろ

と

成

果

も

出

始

め

て

い

ま

す

C

特

に

海

外

か

ら

の

た

く

さ

ん

の

連

帯

と

支

持

の

手

紙

は

私

た

ち

を

励

ま

し

て

く

れ

ま

す

。

環

境

問

題

が

基

地

問

題

の

す

べ

て

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

P
C
D
S
（

太

平

洋

軍

備

撤

廃

運

動

）

が

入

手

し

て

発

表

さ

れ

た

米

議

会

機

関

の

二

つ

の

報

告

書

（

レ

イ

報

告

と

G
A
0報
告

）

が

、

日

本

の

国

内

で

も

大

き

な

反

響

を

ま

き

お

こ

し

て

い

る

よ

う

に

、

基

地

の

環

境

破

壊

の

問

題

は

、

世

界

的

に

大

き

な

問

題

と

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

一

寸

法

師

も

張

り

切

っ

て

い

ま

す

。

ど

う

か

皆

さ

ん

、

支

援

し

て

く

だ

さ

い

。

●

◆

服

部

学

N
E
P
A
の
会



|
 _
_
 |
響
響
寧
響
響
螂
響
響
響
鴫
寧
寧
寧
螂
響
螂
寧
響
寧
響
寧
寧

岸
戦
争

[

の

住

ん

で

い

る

呉

市

は

、

昨

年

の

湾

岸

’

薬

を

運

郵種
深
く
か
か
わ
っ
た
。
大
量
の
人
殺
し
の
道
具
（
爆
弾

疇

＋

n

員
汀
且
コ
ロ
司
令
官

月
し
た
が
、
そ
の
事
実
が
呉
の
秋
月
弾
薬
廠
司
令
官
・

叩
ス
チ
ー
プ
ン

•
L

・
フ
ー
プ
中
佐
の
隊
員
向
け
メ
ッ
つ
一
）

1

9

8

セ

ー

ジ

の

中

の

発

言

で

鮮

明

に

な

っ

た

。

弾

薬

，

t

号
抱
え
る
呉
市
民
や
、
こ
の
戦
争
に
反
対
し
た
多
く
の
碑
蠍
疇
碑
螂
螂
螂
蠍
寧
砂
．
珈
綴
盛
翠
”
珈
澤
蠍
蠍
鵬
螂
睾
螂

7
 
7
日
本
の
人
々
を
な
め
き
っ
た
こ
の
発
言
に
腹
の
底
か
中
学
校
、
高
校
の
教
師
、
主
婦
、
郵
便
局
や
N
T
T

第的
ら
怒
り
が
湧
い
て
く
る
。
広
島
県
、
広
島
市
、
呉
市
に
勤
め
て
い
る
人
な
ど
様
々
な
人
が
集
ま
り
、
呉
が

H

の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
こ
の
事
実
を
突
き
つ
け
た
。
湾
岸
戦
争
に
い
か
に
か
か
わ
っ
た
か
、
と
い
う
ス
ラ

。
2
 
月
米
軍
へ
の
抗
議
を
求
め
、
弾
薬
の
海
上
保
管
な
ど
一
イ
ド
を
見
て
意
見
交
換
し
た
。
教
育
現
場
か
ら
は
こ

3
 
年
切
の
弾
薬
荷
役
作
業
を
行
わ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
二
の
事
実
を
ぜ
ひ
平
和
教
育
の
た
め
に
教
材
化
し
た
い

2
-
9
9
度
と
湾
岸
戦
争
の
二
の
舞
を
踏
ま
な
い
た
め
に
も
秋
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
◇
し
か
し
、
自
衛
隊
員
を

ー/
1

月
弾
薬
廠
の
全
面
返
還
を
す
る
よ
う
に
迫
っ
た
が
‘
親
に
持
つ
生
徒
や
弾
薬
庵
に
か
か
わ
っ
て
働
い
て
い

発日
自
治
体
は
問
題
意
識
す
ら
持
ち
得
な
い
現
状
で
あ
っ
る
人
の
子
供
た
ち
に
、
こ
の
こ
と
を
ど
の
様
に
伝
え

。
2
 
阿

た

。

て

い

け

ば

い

い

か

、

と

い

っ

た

悩

み

も

同

時

に

出

て

ー月

き

た

。

呉

に

住

む

住

民

の

ほ

と

ん

ど

は

、

真

実

を

知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
問
題
意
識
を
持
た
な
い
よ
う
に

伯

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
ど
う
変
え
て
行
っ
た
ら

い
の
か
…
等
々
、
活
発
に
論
議
さ
れ
た
。
ピ
ー
ス
リ

．． 

二
月
二
十
四
日
、
一
年
前
湾
岸
戦
争
で
地
上
戦
が

開
始
さ
れ
た
こ
の
日
を
心
に
刻
ん
で
ゆ
こ
う
と
い
う

9
る
趣
旨
で
、
学
習
会
を
開
催
し
た
。
呉
に
住
む
小
学
校
、
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呉
か
ら

施
設
庁
は
日
米
安
保
条
約
の
取
り
決
め
を
理
由
に
我

沖
縄
の
一
坪
反
戦
地
主
に
な
っ
て
初
め
て
の
強
制

々
の
土
地
を
強
制
収
用
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
そ
れ

収
用
を
迎
え
た
。

な
ら
ば
、
我
々
の
土
地
が
日
米
安
保
条
約
に
従
っ
て

一
月
三
一
日
の
収
用
委
員
会
の
突
然
の
公
開
審
理

使
用
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

打
ち
切
り
発
表
を
知
っ
た
と
き
か
ら
、
ど
う
し
た
ら

な
い
責
任
が
施
設
庁
に
あ
る
。
収
用
委
員
会
の
責
任

い
い
の
だ
ろ
う
か
と
気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
い
。
か

と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
気
持
ち

ど
う
し
て
も
作
れ
な
い
。
も
う
少

い
れ
ば
、
と
言
い
訳
が
ま
し
く
思

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
こ
と
が
進
ん
で

二
月
一
三
日
、
県
収
用
委
員
会

収
用
の
裁
決
を
下
し
た
。
な
り
振

の
こ
と
で
あ
る
。
審
理
の
流
れ
を

仕
打
ち
で
裁
決
を
出
し
て
し
ま
っ

ま
で
に
収
用
す
る
と
い
う
結
論
が

J
 
n
 
忍
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ

加便
用
の
必
要
性
に
つ
い
て
契
約
拒
否

郵種
と
説
得
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か

ニ
ー
湾
岸
戦
争
で
沖
縄
の
基
地
が
使

第日
は
、
日
米
安
保
条
約
を
全
く
無
視

8
 

ヽ

月
の
安
全
ど
こ
ろ
か
ペ
ル
シ
ャ
湾
の

が
使
わ
れ
た
。
に
も
か

沖
縄
軍
用

強
制
収
用

と
一
方
的
に
言
っ
て
引
っ
込
ん
だ
ら
、
背
中
で
「
置

い
て
行
き
ま
す
か
ら
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
郵
便

局
員
は
居
な
く
な
っ
た
。

二
月
二
九
日
、
見
知
ら
ぬ
二
人
の
男
が
我
が
家
に

や
っ
て
き
た
。
こ
の
時
も
来
客
中
で
あ
っ
た
。
男
は

「
那
覇
防
衛
施
設
局
か
ら
補
償
金
の
支
払
い
に
来
ま

し
た
」
と
言
う
。
「
強
制
収
用
を
諒
め
て
い
ま
せ
ん

か
ら
、
補
償
金
な
ど
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。
突
然
来
ら

れ
て
も
来
客
中
で
す
か
ら
。
」
と
答
え
た
。
実
際
、

こ
の
日
も
時
間
に
追
わ
れ
て
、
気
ば
か
り
焦
っ
て
い

た
。
突
然
の
来
訪
が
腹
立
た
し
く
、
今
か
ら
思
う
と

賢
明
な
応
対
を
す
る
余
裕
を
失
っ
て
い
た
。

特
別
送
達
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
補
償
金
の
支
払
い
の
話
が
来
る
の
か
、
考
え
て
み

れ
ば
お
か
し
な
話
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
問
い
糾
す

知
恵
が
浮
か
ば
な
い
ま
ま
、
私
は
彼
ら
を
無
視
し
て

客
と
の
話
に
戻
っ
た
。
二
人
は
一
方
的
に
「
供
託
に

し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
ご
そ
ご
そ
と
何
か
し
て
い
た

が
、
後
で
玄
関
に
は
一
通
の
封
筒
が
残
っ
て
い
た
。

一、

0
二
四
円
の
補
償
金
の
供
託
の
証
明
で
あ
っ
た
。

ン
ク
と
し
て
、
こ
こ
数
年
、
呉
港
に
入
港
す
る
軍
艦

へ
の
抗
議
行
動
、
弾
薬
の
海
上
保
管
や
陸
上
輸
送
へ

の
反
対
行
動
、
掃
海
艇
派
遣
の
反
対
行
動
な
ど
、
粘

り
強
く
行
動
し
て
き
た
◇
こ
れ
ら
の
元
凶
は
ま
ぎ
れ

も
な
く
、
呉
に
居
す
わ
り
つ
づ
け
て
い
る
在
日
米
軍

基
地
で
あ
り
、
ま
た
縮
小
さ
れ
る
こ
と
な
く
存
在
し

て
い
る
自
衛
隊
基
地
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
呉
の
軍
縮

に
つ
い
て
呉
市
民
か
ら
の
声
を
集
め
、
世
誰
を
創
り

だ
し
、
具
体
的
な
活
動
を
進
め
て
行
く
時
で
あ
る
。

．． 

私
た
ち
の
課
題
は
―
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
小
さ

な
力
が
集
ま
っ
て
く
る
市
民
レ
ベ
ル
の
連
合
体
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
、
そ
し
て
呉
の
軍
縮
を
具
体
化
す
る

た
め
の
活
動
を
早
急
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
世
界
史

的
出
来
事
が
立
て
続
け
に
起
こ
っ
て
い
る
激
動
の
時

代
を
見
す
え
、
真
実
を
見
き
わ
め
る
中
か
ら
平
和
を

作
り
出
し
て
ゆ
く
、
そ
の
様
な
運
動
に
こ
れ
か
ら
も

参

加

し

続

け

た

い

と

思

っ

て

い

る

◇

◆

◆

平
岡
典
道

ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国 H

 
•H 



11 毎月 1回 20日発行1992年3月 20日発行第77号 1988年6月18日第三種郵便物認可 月刊トマ喰い虫 月刊トマ喰い虫
198碑 6月18日第三種郵便物認＂ r毎月 1回 20日発行1992年3月 20日発行第77号 10 

原子力監

這闘
- --- ・- - -

(4 4) 

●3月2日

1992年2月16日
~3月15日

P級＝原f力潜水艦パーミット級
S級＝原十力潜水艦スタージョン級
l級＝原子力潜水艦ロサンゼルス級

午後1時54分原潜ヘレナ (L級）横須

賀に入港。

●1992年1月1日から3月15日の各地への原子力艦入
港回数は

四

十

年

以

上

に

わ

た

っ

て

世

界

の

構

造

を

規

定

し

つ

つ

け

て

き

た

冷

戦

か

崩

壊

し

‘

世

界

は

大

き

な

曲

か

り

角

を

曲

が

っ

た

し

か

し

、

し

ば

ら

く

ヽ

の

間

は

人

々

の

心

や

政

治

の

あ

り

様

に

、

こ

れ

ま

て

の

惰

性

の

上

で

動

く

ヽ

も

の

な

の

か

も

し

れ

な

い

，

私

の

住

む

呉

に

は

米

陸

軍

の

秋

月

弾

薬

直

が

あ

る

昨

年

末

、

弾

薬

庫

の

司

令

官

か

隊

員

に

む

け

た

あ

い

さ

つ

で

一

呉

湾

で

海

上

保

管

し

て

し

た

大

量

の

爆

弾

を

湾

岸

に

運

ん

だ

―

こ

と

、

＿

過

去

四

十

年

間

、

太

平

洋

地

域

の

安

定

に

重

要

な

寄

与

を

し

て

き

た

―

こ

と

を

表

明

し

た

呉

の

海

に

浮

い

た

弾

薬

が

砂

漠

で

血

を

流

し

た

こ

と

を

当

事

者

が

誇

ら

し

げ

に

―

言

い

、

在

日

米

軍

は

＿

日

本

を

守

る

た

め

て

は

な

い

l

こ

と

を

正

直

に

言

っ

て

の

け

た

＾

）

冷

戦

か

壊

れ

た

今

‘

米

軍

基

地

は

日

本

に

い

る

大

か

と

も

に

連

携

し

、

一

定

の

方

向

を

め

ざ

し

て

い

く

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

欠

か

せ

な

い

。

お

互

い

に

気

に

か

け

、

励

ま

し

あ

う

中

で

、

自

分

た

ち

を

窄

い

て

い

く

た

め

の

装

置

を

保

証

せ

ね

ば

な

ら

な

い

う

八

七

年

末

の

I
N
F全
廃

条

約

に

始

ま

っ

た

核

兵

器

の

削

液

は

ソ

連

の

解

体

へ

向

け

た

動

き

と

同

時

に

急

速

に

す

す

ん

だ

。

湾

岸

戦

争

で

は

非

核

と

は

い

え

ト

マ

ホ

ー

ク

か

実

戦

で

使

わ

れ

た

＾

，

八

四

年

に

始

ま

っ

た

反

ト

マ

ホ

ー

ク

運

動

は

＿

核

戦

争

三

分

前

」

と

い

う

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

見

ら

れ

る

よ

う

に

、

冷

戦

末

期

の

時

代

性

を

色

濃

く

持

っ

た

運

動

と

し

て

、

そ

の

歴

史

的

な

使

命

を

終

え

た

。

九

一

年

十

一

月

、

京

都

で

の

全

国

運

営

委

員

会

で

、

私

た

ち

は

こ

の

点

を

確

認

し

、

新

し

い

時

代

に

見

合

っ

た

新

し

い

運

動

を

作

ろ 究94太平洋民衆フォ フム

海夕H店地のない世紀へ
日

日3

4

 
会

0

0

0

 

0

0

0
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盟血
騰腔川県輝合センター

（横浜駅西日下車5分）

参加費●3000円

主催●fi'ijフォーラム実行委員会

横須賀
佐世保
ホワイトピーチ

虚炉

召
忍

2回（うち原潜2回）
0回
2回（うち原潜2回）

今

初

夏

の

横

浜

で

あ

ら

た

な

出

会

い

と

出

発

を

！

義

を

失

っ

た

そ

の

上

、

米

軍

当

事

者

の

こ

の

発

言

で

あ

る

そ

こ

て

私

た

ち

は

司

令

官

の

発

言

を

ふ

ま

え

て

□月の
呉

市

・

広

島

県

議

会

に

秋

月

弾

薬

庵

撤

去

を

求

め

る

請

願

を

出

し

た

っ

総

務

委

員

会

の

議

題

に

の

っ

た

が

‘

―

こ

れ

は

国

の

専

管

事

項

て

、

自

治

体

と

し

て

ど

う

こ

う

は

言

え

な

い

一

と

い

う

従

来

の

見

解

を

繰

り

返

す

だ

け

で

、

い

と

も

簡

単

に

否

決

さ

れ

な

予

想

し

て

い

た

こ

と

と

は

い

え

、

余

り

に

も

う

と

話

し

あ

っ

た

(

-

ト

マ

喰

い

虫

」

N

o

7

4

)

^

9

具

体

的

な

事

実

の

暴

露

、

事

故

の

ア

セ

ス

メ

ン

ト

、

平

和

船

団

の

形

成

な

と

新

し

い

運

動

を

切

り

開

い

た

一

定

の

役

割

を

組

承

し

つ

つ

、

私

た

ち

は

新

た

な

時

代

に

向

け

た

新

た

な

出

発

を

し

よ

う

と

し

て

い

る

そ

の

趣

旨

は

す

で

に

一

月

に

送

ら

れ

た

案

内

状

の

と

お

り

で

あ

る

五

月

四

日

＼

五

日

、

横

浜

で

の

発

足

会

議

に

は

、

基

地

の

町

に

住

む

か

住

ま

な

い

か

に

か

か

わ

ら

ず

、

日

本

の

軍

縮

と

世

界

の

平

和

を

願

う

す

べ

て

の

皆

さ

ci.J→9 、OKOhama

こ

ん

な

呉

の

状

況

が

特

殊

だ

と

も

思

え

な

い

＾

，

各

地

に

同

じ

よ

う

な

悩

み

は

あ

る

に

ち

が

い

な

い

っ

と

す

れ

ば

、

ま

だ

ま

だ

地

域

で

の

足

腰

を

強

め

る

こ

と

か

求

め

ら

れ

る

。

時

代

は

軍

縮

に

向

か

っ

て

い

る

う

し

か

し

、

そ

の

潮

流

を

活

か

す

に

は

、

ま

だ

ま

だ

民

衆

の

地

力

を

つ

け

る

努

力

が

必

要

だ

。

そ

の

た

め

に

は

各

地

の

人

々

ん

が

参

加

し

て

い

た

だ

き

た

い

c

当

日

の

参

加

が

で

き

な

い

場

合

で

も

、

手

紙

や

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

書

く

こ

と

に

よ

っ

て

、

今

後

の

協

力

関

係

を

作

る

た

め

の

き

っ

か

け

と

し

て

ほ

し

い

。

初

夏

の

横

浜

で

、

新

し

い

平

和

運

動

の

第

一

歩

を

共

に

歩

み

だ

せ

た

ら

と

思

う

へ

．． 

こ

の

会

議

に

先

立

っ

て

開

か

れ

る

「

太

平

洋

民

衆

フ

ォ

ー

ラ

ム

一

海

外

基

地

の

な

い

世

紀

へ

」

は

、

実

行

委

員

会

主

催

だ

が

、

新

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

主

要

な

課

題

の

―

つ

で

あ

る

軍

事

基

地

を

な

く

す

国

際

的

な

運

動

づ

く

り

の

第

一

歩

と

し

て

、

重

要

な

意

義

を

持

つ

。

在

日

米

軍

基

地

は

戦

後

の

占

領

と

冷

戦

の

産

物

で

あ

る

C

そ

の

冷

戦

が

終

わ

っ

た

今

、

在

日

米

軍

に

は

大

き

な

変

化

が

起

こ

ら

ざ

る

を

え

な

い

。

そ

れ

を

促

進

す

る

た

め

に

私

た

ち

は

何

を

、

ど

う

準

備

す

る

の

か

知

恵

を

出

し

合

う

場

に

な

る

だ

ろ

う

。

経

済

的

な

事

情

が

主

な

要

因

と

は

言

え

、

と

も

か

く

も

米

ソ

の

軍

縮

は

動

か

ぬ

傾

向

で

あ

る

。

そ

の

中

で

日

本

だ

け

が

い

ま

だ

に

軍

拡

の

基

本

思

想

を

変

え

て
い
な
い
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
—
l
h
in
k
G
I
 

o
b
a
二

y

,
A
c
t

L
o
c
a
l
―

y

 

J
 

(

地

球

大

で

考

え

、

地

域

で

行

動

す

る

）

の

真

価

が

問

わ

れ

て

い

る

。

日

本

の

軍

縮

を

実

現

で

き

る

か

い

な

か

は

世

界

の

軍

縮

の

鍵

を

に

ぎ

っ

て

い

る

。

五

月

連

休

の

横

浜

で

の

二

つ

の

集

ま

り

は

、

こ

の

点

を

射

程

に

入

れ

て

開

か

れ

る

。

各

地

の

み

な

さ

ん

、

横

浜

で

会

い

ま

し

ょ

う

！

気
に
か
け
あ
い
、
助
け
あ
う
、

そ
ん
な
「
仕
組
み
」
が
ほ
し
い

そ

っ

け

な

い

。

彼

ら

に

と

っ

て

冷

戦

の

崩

壊

や

大

義

の

喪

失

は

切

実

な

問

題

で

は

な

い

へ

．

票

に

も

な

ら

な

い

こ

と

で

、

ご

ち

ゃ

ご

ち

ゃ

言

う

な

と

で

も

い

い

た

げ

な

態

度

で

あ

る

ヘ

新ネットワーク
発足会議

4日

5日

会

6:00 受付
6:30 開会
9:00 開会
1:00 閉会

場●オルタナティプ生活館

（新横浜駅下車徒歩5分）

竺望゚、44;J)



(

5

ペ
ー
ジ
か
ら
）

可
は
遠
藤
洋
一
市
議
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
直
接
市

痴
長
に
質
し
た
市
長
は
i
報
告
書
に
記
述
が
な
い
こ

郵
，
こ
と
、
防
衛
庁
、
防
衛
施
設
庁
へ
の
問
い
合
わ
せ
て

便種
得
た
回
答
か
ら
こ
の
施
設
に
は
問
題
が
な
い
と
思
っ
一

第
と
の
楽
観
的
見
解
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
，
し
か
し
、

日1
8
P
C
D
S
か
ら
直
接
資
料
を
入
手
し
、
と
り
く
み
の

月6

姿
勢
は
見
せ
て
い
る
。

年8
遠
藤
議
員
の
調
査
に
よ
る
と
、
横
田
で
は
、
レ
イ

8
 ，
 

ー
報
告
の
も
と
と
な
っ
た
九
（
）
年
の
調
査
を
前
に
し
て

d
何
ら
か
の
準
備
（
処
理
）
が
行
わ
れ
た
形
勝
が
あ
る
‘
"

し喰
付
近
の
住
民
か
ら
｛
野
焼
き
＿
と
呼
ば
れ
名
物
に
な

マト
っ
て
い
た
、
黒
煙
を
高
く
ヽ
上
げ
て
の
廃
油
の
焼
却
処

f
 
月
理
も
突
然
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
＾
，
ト
ラ
ン
ス
や

毎月 1回20日発行1992年3月20日発行第77号 12 

会計報告
(92 _ 2. 1J、92_3

 

13) 

［収人j

（＼前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

0今月の収人

会費収入

維持団体
維持個人
参加団体
参加個人
通信会員

カンパ収人

行動収入※

資料収人

反核ホットライン収人

雑収入

［文出］

●今月の支tli 187,117 

家貨（ 3月分） 40,000 

水道光熱費 4.990 

孟話代 34,373 

郵送費 44, 466 

文具・備品 。
印刷費 31,918 

行動費※ 30,000 

資料経費 。
反核ホットライン経費 。
郵便振替等手数料 1,370 

●次月への繰越 313, 116 

経常繰越 413, 116 
借入金繰越 △100,000 

＊行動収入、経費は原則としてプログラム毎の独立
採算となっているため、これにあてはまらない→部
の収支のみが経常会計に計上されます。

内

訳

415,668 

515,668 
△100,000 

84,565 

53,000 

゜13,000 
゜3,000 37.000 
19,960 

゜11,310 
゜295 

ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
片
付
け
作
業
が
行
わ
れ
た
と
い
う
、

基

地

労

働

者

か

ら

の

情

報

も

あ

る

。

◆

●

注
1

)

一
日
米
合
同
委
員
会
一
在
日
米
軍
基
地
の
法

制
上
の
根
拠
に
な
る
も
の
は
、
一
日
米
安
保
条
約
―

と
同
条
約
に
基
づ
く
こ
米
軍
地
位
協
定
」
で
あ
る
．

こ
の
地
位
協
定
二
五
条
に
よ
り
協
定
の
実
施
に
関
し

て
日
米
政
府
が
協
議
す
る
機
関
と
し
て
「
日
米
合
同

委
員
会
l

か
あ
る
，
日
米
合
同
委
員
会
に
は
国
民
に

非
公
開
の
合
意
事
項
が
多
数
あ
り
、
政
府
の
判
断
と

．．
 

国
民
の
要
求
と
の
ず
れ
を
生
ん
で
い
る
．

墨
窒
か
ら

曾
多
摩
川
の
河
原
で
八
百
万
年
の
冬
眠
か
ら
さ
め
た

四
流
バ
ン
ド
マ
ン
（
ま
）
は
、

P
K
O
法
案
が
未
成

立
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
市
民
の

力
に
よ
る
一
勝
利
」
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
手
を
か

え
品
を
か
え
て
の
ウ
ゴ
メ
キ
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
、
彼
の
ネ
ボ
ケ
頭
で
も
理
解
で
き
た
。
気

を
抜
い
て
は
お
ら
れ
な
い
ぞ
と
、
や
お
ら
四
の
字
固

め
の
練
習
を
始
め
る
彼
な
の
で
あ
っ
た
。
（
ま
）

曾
（
お
）
君
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
会
計
報
告
を
し

あ
げ
る
と
、
あ
た
ふ
た
と
職
場
に
「
帰
っ
て
」
い
っ

た
。
今
夜
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
お
守
り
で
徹
夜
に

'
な
り
そ
う
だ
と
い
う
。
平
和
運
動
を
志
す
人
が
ま
ず

戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ア
フ
タ
ー
・
フ
ァ

イ
プ
を
め
ぐ
る
企
業
社
会
と
の
戦
い
な
の
だ
◇
日
本

っ
て
本
当
、
ど
う
か
し
て
い
る
と
思
う
◇
負
け
る
な

（

お

）

よ

！

（

た

）

9

9

ヽ
9

,

9

9

9

,

'

,

9

9

,

月
刊
ト
マ
喰
い
虫
第
七
十
七
号

一
九
九
二
年
三
月
二
0
日
発
行
（
通
巻
七
十
八
号
）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
全
国
運
動

〒
二
二
三
横
浜
市
港
北
区
箕
輪
町
三
ー
三
I
-

ト
マ
喰
い
虫
社

e
o四
五
（
五
六
三
）
五
一
0

1

,

F

A

X

0

四
五
（
五
六
三
）
九
九
0
七

[
郵
便
振
替
]
東
京
六
ー
一
三
六
一
四
八

＊
編
集
ト
マ
喰
い
虫
編
集
委
員
会

＊
定
価
一

(
)
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円）


